
ライフコースを通じた健康とウェルビーイングの実現
～ライフコースアプローチ研究が拓く疾患メカニズムの解明と先制医療への展開～

公開シンポジウム

令和9年 1月22日（金）13:00～16：00 (12:30開場)

(16：00－17：00は現地参加者間のネットワーキング)

会場：ステーションコンファレンス東京 501AB会議室

定員：200名（会場）、1000名（オンライン）

主 催 国立研究開発機構 日本医療研究開発機構 研究開発戦略推進部ライフコース領域

講演者
（発表順）

芳賀 めぐみ （日本医療研究開発機構）

楠山 譲二   （東京科学大学）
瀧本 英樹  （国立国際医療研究所）
永井 利幸   （北海道大学）
西川 博嘉   （国立がん研究センター ）

片桐 秀樹  （東北大学 副学長/
ライフコース領域 疾患領域コーディネーター（DC）

参加費無料
（事前登録制）

以下のHPよりお申し込みください。お申し込み方法

https://www.amed.go.jp/news/event/lcsymposium20270122.html
（会場は200名にて受付締切）

（※受付期間：調整中）

お問い合わせ先

ライフコースシンポジウム事務局
（有限会社エフテック内）
【e-mail】lifecourse_sympo@ftec-inc.jp

近年、政府におけるライフコースアプローチを踏まえた健康づくりの取組や性差に由
来する健康課題への対応が推進されており、AMEDが推進する研究開発においても、

各疾患に注目しつつ、ライフコースの視点で全体的なマネジメントを導入して研究開発
を推進しています。

こうした背景のもと、ライフコースアプローチに関する研究の重要性について理解を深
め、新しい研究分野や疾患領域の研究開発の可能性について議論するため、シンポ
ジウムを開催します。

https://www.amed.go.jp/news/event/lcsymposium20270122.html
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